
令和４年３月
○　本校の概要
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１学習カルテ・ステップ学習シートは区の学習状況調査の結果を基に夏
休みの個人面談で個別に児童・保護者に提示し、課題と学習のめあてを
知らせた。
・学力の向上については継続的な課題であり、授業改善や個別指導を随
時行っている。
・「授業改善のポイント」を活用し、大田区学習効果測定を年度末に復習
して学力の定着を図る。
・補習については放課後・土曜日ともに計画通り実施している。
・大田区漢字検定は区の規定に従い、２・３学期に実施している。
・大四算数検定については東京ベーシックドリルの活用の一環として学
力の定着を目指して実施している。
・昨年度のコロナウィルスによる臨時休校中から生活が乱れ、学習習慣
が崩れた児童の影響が大きく、その後の学校での授業への影響も大き
いため、児童アンケートの評価が昨年度に続いて低下傾向にあり、学習
習慣だけでなく、生活習慣の立て直しなど保護者への働きかけも行って
いるが、なかなか効果が出ないのが現状である。

４：学校評価保護者アンケート
で「子供たちは、様々な体験を
通して、自ら学び、自ら考える
力が身に付いてきている」と回
答した保護者の割合が９０％以
上である。

３：学校評価保護者アンケート
で「子供たちは、様々な体験を
通して、自ら学び、自ら考える
力が身に付いてきている」と回
答した保護者の割合が８５％以
上である。

２：学校評価保護者アンケート
で「子供たちは、様々な体験を
通して、自ら学び、自ら考える
力が身に付いてきている」と回
答した保護者の割合が８０％以
上である。

１：学校評価保護者アンケート
で「子供たちは、様々な体験を
通して、自ら学び、自ら考える
力が身に付いてきている」と回
答した保護者の割合が８０％未
満である。
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◯
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力
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向
上
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子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

１～６年生の異学年集団による縦割班活動
を通して、思いやりや協調性など豊かな心を
育てる。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のき
まりなどを守ろうとする意識を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

・昭和８年開校、今年度開校８８周年目を迎える。平成26年度から校舎改築に向け基本構想・基本計画を策定。平成28年度より新校舎建設工事（第1期）開始。平成31年度新校舎（第1期）竣工、新校舎へ移転。令和２年度より第２期工事開始、令和３年１０月末竣工。
・平成２４・２５年度大田区教育委員会教育研究推進校に指定。「学び、かかわり、自己を高める子の育成」（生活科・総合的な学習の時間を通して）を研究主題とし、地域を生かした学習活動を展開し、現在もスクールサポート大四と連携を図り、継続して推進している。
・平成２６・２７年度東京都教育委員会オリンピック・パラリンピック教育推進校（研究開発校）に指定。「自己肯定感を高める指導の工夫」（すすんでかかわり、自己のよさを発揮できる子の育成）を研究主題とし、2020年東京オリンピック・パラリンピック開催と関連を図った学習内容の開発について研究を推進した。令和元年度からは研究主
題を「学習問題をすすんで追及したり解決しようとしたりし、社会的な見方・考え方を育む指導の工夫」とし、生活科・社会科「問題解決学習」を通して思考力・判断力を高める指導を行い、合わせて基礎学力の向上に取り組んでいる。
・令和３・４年度大田区教育委員会研究推進校に指定。

令和３年度　大田区立大森第四小学校　自己評価　報告書

大項目
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目標に対する成果指標

４
94.2%

学校関係者記入欄

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に
対して組織的に対応する。

取組内容

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実
施する。

大田区漢字検定・大四算数検定等を目標と
した、基礎的な学力の向上を目指す指導を
行う。
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これまでの取組
今後の改善策

Ｃ

２：児童アンケートで「毎日の勉
強が分かる」と回答した児童の
割合が８５％以上である。

１：児童アンケートで「毎日の勉
強が分かる」と回答した児童の
割合が８５％未満である。

※１　たてわり班活動やクラブ・委員会等の異学年交流となる活動は、新
型コロナウィルス感染防止のため１１月から密を避ける形で再開したが、
再び感染が拡大したため、１月から再び中止しとなったため、従来の指
標ではこのようは結果となった。
・社会のルールや学校のきまりについては、問題行動を未然に防いだ
り、トラブルの対応をしたりして学校では繰り返し指導を行っているが、特
にスマートフォンやＳＮＳ等の使い方も含めて最終的には家庭の問題へ
帰結してしまうため、継続して周知に努めている。
・道徳の研修については道徳教育推進講師からの伝達研修は例年通り
行っている。
・学校生活調査やいじめ調査などで得られた結果にはすみやかに対応し
ている。特にコロナウイルスについては児童のみならず保護者のメンタル
にも大きな影響があり、問題行動や不登校にもつながるため、就学援助
等の行政支援についても積極的に周知し、関係機関とも連携して対応を
進めている。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

成果
評価

目標

Ａ

２
89.5%

Ｄ

Ａ

Ｂ

◯

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を実
施する。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

４：学校評価保護者アンケート
で「子どもたち一人一人が大切
にされ、認められる学校になっ
ている」と回答した保護者の割
合が９０％以上である。

３：学校評価保護者アンケート
で「子どもたち一人一人が大切
にされ、認められる学校になっ
ている」と回答した保護者の割
合が８５％以上である。

４
90.4%

１：学校評価保護者アンケート
で「子どもたち一人一人が大切
にされ、認められる学校になっ
ている」と回答した保護者の割
合が８０％未満である。

・感染防止のための制約が多い中、工夫して進めている。
・たてわり版はいい取り組みだと思います。きまりを守る指導は
これから中学校へ進学する前にきちんと身につけてほしいで
す。小学生も多くの子がスマートフォンを持つ時代にあっては正
しい使い方を身につけることが必要です。
・※１についてはコロナ感染を拡大させないためにも致し方ない
ご判断であると考えます。保護者アンケートの結果から高い評
価が得られており、自己評価は適切であると考えます。

・言葉は使わないと忘れてしまいます。慣れることが肝心で、ま
た、コンピュータープログラムも同様です。
・コロナ禍よくがんばっております。（各項目に「〃」と記載あり）
・放課後の英語カフェすてきですね。校舎の改修が終わり、広く
なった校庭で伸び伸び遊ぶ姿を目にします。たてわり版が実施
できるといいですが。学年が上がるにつれ、責任を持つことで成
長していけます。
・コロナ禍で大人数での活動がこんな状況にあっても運動会や
学芸会など学校が工夫して実施されてきたことが分かります。そ
の結果が保護者アンケートの高評価にあらわれたのだと思いま
す。より高みを目指して改善していく学校の姿勢を伺うことがで
き、自己評価は適切であると考えます。

・外国語はＡＬＴと協力して授業を行っている。日常生活で英語を使う場
面が極めて少ないため、「外国の方々とのコミュニケーション」という点で
取組内容が「できた」と回答しづらい部分がある。コロナ対策で密を避け
るため、放課後の英語カフェの実施は当面見合わせている。
・理科・総合的な学習の時間等、地域を生かしたものづくりの体験活動は
これまでも行ってきた。区のプランに合わせて該当教科の内容と「ものづ
くり」の関連性をもとに指導計画を見直している。
・タブレット等ＩＣＴ機器は各学級で日常的に使用しているが、授業の進度
や内容等必要に合わせて活用しているため、「全教員が週１回以上の使
用」という結果にはならなかった。
・長きにわたった改築がようやく竣工し、令和３年度の途中で体育の指導
計画を修正し、校庭が狭小や使用できないときから継続してきたなわと
びを中心とした「一校一取組」「一学級一実践」を行っている。
・校内研究において「問題解決型学習」に取り組み、社会科を中心として
授業改善を行い、思考・判断力を育成しているが、基礎基本となる知識
の定着などの課題を踏まえて令和４年度の研究発表に向けて授業改善
を行う。

・保護者の意識向上が欠かせない。
・学習カルテ・ステップ学習シートは個別のレベルに合わせて学
習できるよい取り組みだと思います。漢字と算数は学習の重点
課題だと思います。しっかりやってほしいです。
・補習や各種検定など、学校は充実したカリキュラムの中で指導
されています。しかしながらコロナ感染症が長期化し、子供たち
の学習意欲や習熟に結びつきづらい環境にあります。学校評価
は「２」となっていますが、学校側の生徒に対する働きかけや努
力は十分評価できるものと考えます。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社会
の変化にしな
やかに対応す
る子どもの力
と自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等
を図っている。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一
校一取組」運動や「一学級一実践」運動を実
践する。

問題解決的な学習方法により、思考・判断
力を育成するための授業改善を進めてい
る。

評価（人数）

２：学校評価保護者アンケート
で「子どもたち一人一人が大切
にされ、認められる学校になっ
ている」と回答した保護者の割
合が８０％以上である。

４：児童アンケートで「毎日の勉
強が分かる」と回答した児童の
割合が９５％以上である。

３：児童アンケートで「毎日の勉
強が分かる」と回答した児童の
割合が９０％以上である。
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体
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◯

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

・学校評価児童アンケートの「自分から進んで運動をして、健康的な生活をして
いる」は昨年度より約５％下回ったが、約９０％の児童が肯定的な評価をした。
校庭が使えなかったり狭小な期間が長く、さらにコロナウイルス対策で制約が
かかる状況を考えると意識して運動していることが伺い知れる状況であった。
・「早寝・早起き・朝ごはん」は特に昨年度の学校再開以後、崩れた生活習慣を
取り戻すために期間以外においても継続して学校だよりや学年だより、ほけん
だより、給食だよりなどで食育と合わせて啓発を行った。
・コロナウイルス感染防止で密になることを避けるため、校庭や体育館の使用
を学年・学級に計画的に割り当て、体を動かす機会を可能な限り設定してい
る。
・今年度は「体育・健康教育授業地区公開講座」の実施は本校卒業生のアス
リートを招聘し、全校への講演と６年生への実技で行った。コロナウィルス対応
のため、本校では学校規模から地域・保護者を交えた多人数での集会が困難
なので、児童のみを対象として行った。

Ｂ

Ｃ

Ａ

◯

Ａ◯
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教育
の実現を目指
します。また、
相互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

４
95.8%
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域や保護者による読み聞かせ等を実施
し、家庭の教育参画意欲を高める。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

4

毎日家庭で（学年×１０分）の学習を推奨し、
取り組む。

3

1

4

Ｄ

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、積
極的に情報を発信する。

OJT計画を基に、研修の機会を多く設定し、
教職員が互いに高め合うようにする。

5

B

Ｃ

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力
向上と良質な
教育環境をつ
くります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい
生活習慣についての意識啓発を行う。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

４
94.0%

４：学校評価保護者アンケート
で「学校は、教育方針や教育活
動の様子を伝える努力をしてい
る」と回答した保護者の割合が
９０％以上である。

Ｄ

B

３：東京都体力・運動能力調査
の体力合計点が、都の平均と
ほぼ同様である。

２：東京都体力・運動能力調査
の体力合計点が、都の平均を
下回っている。

１：東京都体力・運動能力調査
の体力合計点が、都の平均を
大きく下回っている。

・今後は広くなった校庭を十分に活用してほしい。
・コロナ禍で大人数での体育や集会・運動会が難しいところ、体
力作りの機会設定に加え、食習慣や生活習慣の啓発にも取り
組まれています。校庭が使用できない中にあっても生徒の体力
を都の平均と同様にもってこられたのは学校の取り組み努力の
結果と思います。

・コロナ禍において、子供の安全・安心に心配を行っていると思
います。
・アンケートの結果から教職員に対する保護者満足度の高さが
伺えます。各種研修の成果を授業に生かされるなど、先生方が
意識高く努力されており、自己評価は適切であると考えます。

・学校に行く機会が減ったのは残念です。
・コロナのため地域とのつながりができず残念です。
・タブレット等ICT聞きの使用も大切な勉強の一つでしょう。がし
かし、頭の中の知識だけでなく「体験はこの時」というタイミング
も欠かせないことと思います。代替案の考案も大変な労力と思
います。先生方に感謝です。学校行事の中で見てきた児童、折
に触れた先生方との対話ができなくなってから学校をフィルター
を通して見ている気分です。地域の中での学校、そこで育つ子
供たちの姿、早く戻れることを祈るばかりです。
・コロナ禍にありながら、地域教育連絡協議会のみならず、地域
の防災訓練にもご協力いただくなど、地域に開かれた学校であ
ることを実感しております。いつもありがとうございます。

・地域教育連絡協議会は今年度は新型コロナウイルス感染防止のため、
対面による会議は１回のみで、他は紙面による連絡を行っている。
・ホームページは児童の日常活動の様子はその都度を更新を行ってい
るが、緊急性のある連絡はメールやタブレットのクラスルームやまなびポ
ケットに移行しており、タイムラグと相まって更新の頻度や情報の新しさ
が劣る。
・スクールサーポート大四と連携し、地域学習などに協力をお願いしてい
るが、コロナウィルス感染防止のため、直接の工場見学などこれまでと同
様な形でできなくなっているものもある。その都度代替案を考えて可能な
ものは実施するようにしている。
・読み聞かせは一旦再開したが、コロナウイルスの感染状況によって再
び見合わせている。
・昨年度以来、家庭学習の生活習慣の立て直しと合わせて、学年だより
で周知したり、直接保護者と連絡をしたりしている。
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３：学校評価保護者アンケート
で「学校は、教育方針や教育活
動の様子を伝える努力をしてい
る」と回答した保護者の割合が
８５％以上である。

２：学校評価保護者アンケート
で「学校は、教育方針や教育活
動の様子を伝える努力をしてい
る」と回答した保護者の割合が
８０％以上である。

１：学校評価保護者アンケート
で「学校は、教育方針や教育活
動の様子を伝える努力をしてい
る」と回答した保護者の割合が
８０％未満である。

校舎改築の影響を最小限にとどめるよう運動量の確保
に努め、体力向上に関する授業を実施する。体育・健康
教育授業地区公開講座や保護者会、学級だより等で体
力づくりの重要性やその方法を地域・保護者に向けて啓
発を行う。

１：学校評価保護者アンケート
で「教職員が子どもたち一人一
人に熱意をもって教育にあたっ
ている」と回答した保護者の割
合が８０％未満である。

４：学校評価保護者アンケート
で「教職員が子どもたち一人一
人に熱意をもって教育にあたっ
ている」と回答した保護者の割
合が９０％以上である。

３：学校評価保護者アンケート
で「教職員が子どもたち一人一
人に熱意をもって教育にあたっ
ている」と回答した保護者の割
合が８５％以上である。

２：学校評価保護者アンケート
で「教職員が子どもたち一人一
人に熱意をもって教育にあたっ
ている」と回答した保護者の割
合が８０％以上である。

・新型コロナウィルス対応のため、今年度は報告書作成時点で学校公開
は１回のみ実施となっている。アンケート結果は概ね好評であった。
・ＯＪＴや研修はテーマを設けて主幹・主任教諭が講師を務めて校内研修
を行っている。また、各種研究発表会が紙上発表となっているため、文書
の回覧等で研究成果を共有するようにしている。
・特別支援教育は対象児童が年々増加しているため、定期的な校内委
員会や臨時のケース会議を実施し、サポートルームやカウンセラー、必
要に応じて関係機関と連携して対応を行っている。

４：東京都体力・運動能力調査
の体力合計点が、都の平均を
上回っている。


